






















































ア進んで問題を解いている。 166人(44.5%） 156人(41.8％） 38人(10.2％） 13人(3.5％）
イ習ったことを使って解いている。 192人(51.5％） 142人(38.1％） 34人（９．１％） 5人(1.3％）
ウ図や式に表して解いている。 215人(57.6％） 114人(30.6％） 36人（9.7％） 8人(2.1％）
エー人よりペア・グループがわかりやすい。 230人(61.7%） 84人(22.5％） 35人（9.4％） 24人(6.4％）
オ算数の勉強は大切だと思う。 322人(86.3％） 45人(12.3％） 5人（1.4％） ０人(0.0％）
力算数の勉強は楽しい。 231人(61.9％） 96人(25.8％） 34人（9.1％） １２人(3.2％）
意識調査の項目は、表ｌにあるようなアーカの６項目である。４段階の中から自分の意識を選択する調査の
結果は、「あてはまる（４）｣、「どちらかというとあてはまる（３）」という回答が80％台後半から90％台を示す
ようにどの項目もかなり高い。その中で、エの「一人よりペアやグループの方がわかりやすい」（対話的な学
び）は、「あてはまる（４）」と回答した児童がアーウと比べ高くなっている。それに対し、アの「進んで学習
に取り組んでいる」（主体的な学び）やイの「これまでに習った内容を使って問題を解いている」（深い学び）
は、「あてはまる（４）」と回答した児童がやや低くなっていることがわかる。
これは、算数科の学習において、児童自身は「主体的な学び」や「深い学び」がまだ十分実現されていない
ことを実感していることを示すものである。一方、児童は他者との協同的で対話的な学びを求めていることも
わかる。これまで私たちは子供の主体的で深い学びの実現に向け研究を進めてきたが、この結果をみるとこれ
までの研究をさらに発展させていかなければならないように思う。今後、「主体的･対話的で深い学び」の実現
に向け、さらに研究を深めていく必要がある。
２「主体的・対話的で深い学び」を生み出す算数科授業
（１）算数科で育みたい力
審議のまとめでは、算数科の授業で育みたい資質・能力を次のように述べている。
①数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象を数理的
に表現・処理する技能
②日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形の性質
などを見いだし、統合的・発展的に考察する力や、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表し
たり柔軟に表したりする力
③数学のよさに気付き、算数の学習を生活や学習に活用したり、学習を振り返ってよりよく問題解決した
りする態度
３４鹿児島国際大学福祉社会学部論集第35巻第４号
これらの資質・能力を育むために、学習過程の果たす役割は大きく、特に算数科においては、問題発見・問
題解決の過程の重視とそこでの主体的・対話的で深い学びの実現が強く求められる。
（２）「主体的・対話的で深い学び」を生み出す算数科授業の構想
「主体的な学び｣、「対話的な学び｣、「深い学び」について、審議のまとめでは次のように規定している。
『算数科では、児童自らが、問題の解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程を振り返
り、よりよく解決したり、新たな問いを見いだしたりするなどの「主体的な学び」を実現することが求められ
る。また、事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、よりよい考えや事柄の本質について話し合い、
よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたりするなどの「対話的学び」を実現することが求められる。
さらに、既習の数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、「数学的な見方･考え方」を働か
せ、算数的活動を通して、新しい概念を形成したり、よりよい方法を見いだしたりするなど、新たな知識・技
能を身につけ、知識の構造や思考、態度が変容する「深い学び」を実現することが求められる｡」
このような学びを生み出すために、算数科の授業では、問題発見・問題解決を念頭に置きながら、次のよう
な算数的活動を大切にして授業を構成する必要がある。
《問題の発見・発展のために重視する活動》
ア整然とできあがった算数を提示するのではなく、あえて混沌とした状況を提示し、児童の問題意識を
●●●●●
引き出す活動
イ数量、条件、観点を変える活動を数多く行わせ、変わるものと変わらないものを認識させながら問題
●●● ●●●●●
を発見（発展）させる活動
《問題解決過程の充実のために重視する活動》
ウ算数的な活動、中でも基本的な精神活動である比較、弁別、順序づけ、同一視、差異を認めるなどの
活動
エ数式から具体場面を想起する、操作したことを言葉で表現する、図形の言葉から図を思い浮かべるな
どの変換する活動
オ互いの考えをよりよくするための対話的活動
力問題解決の過程を振り返り、数学的に考えることのよさなどを見つける活動
キ新たに見いだした事柄を既習の事柄と結びつけ、概念を広げたり深めたりしたことを実感できる活動
ク数学的表現を用いて説明することで、簡潔・明瞭・的確に自分の考えを表現できることを実感する活動
ケ－人一人の考えや表現を教室全体で洗練することにより、客観的で合理的な考えを高めあう活動
．学習した内容を活用して問題を解決し、得られた結果の意味を元の事象や既習の知識と結びつけて捉
えなおし、知識や方法を統合し、さらに発展していく活動
これらの活動を問題解決過程に適切に位置づけ、授業を構成することで、「数学的な見方・考え方」が育ま
れ、概念や知識が構造的に捉えられるようになると考えている。
３「主体的・対話的で深い学び」を生み出す「大きなかず」（1年単元）の具体化
ここでは、私自身が過去に実践した事例に基づいて、授業構成の在り方について具体的に考察していく。
（１）題材
指導目標
○ものの個数を数えたり、数字カードを並べたりする活動を通して、２桁の数や簡単な３桁の数の意味を
理解し、１０を単位とした見方や大小関係、系列がわかる。
下野浩二：「主体的・対話的で深い学び」を生み出す算数科授業３う
○どのように考えて数字カードを仲間分けしたり、並べたりしたかなど話し合う中で、根拠づけていく考
えの素地を培う。
○２位数のたしざんやひきざんの意味を理解し、それらを用いることができるようにする。
指導計画（全１３時間）
１次１００までの数（６時間）
２次’００より大きな数（２時間本時：２/2）
３次たしざん・ひきざん（４時間）
４次まとめ・練習（１時間）
（２）本時（８/12）
目標
○主体的･対話的に数字カードを並べる活動を通して、１００より大きな数の順序や系列を理解し数表を構成
することができる。
指導に当たって
本題材では、lOOより大きな数について、１００とばらいくつかを合わせた数と言う見方ではなく、１０が１０個
とばらがいくつとみる見方で数を捉えさせることにする。いずれも大事な見方であるが、第１学年では、１００
というかたまりはまだ単位として独立していないため、１０がいくつとばらがいくつという見方で捉えさせて
いく。
また、主体的・対話的で深い学びの実現に向け、ここでは教材の特質や低学年という発達を考慮し、２の
（２）で述べた視点から、特に次の２点を重視して授業構成を行うことにする。
◎はじめから整然とした数表を提示して規則性を発見させていくのではなく、系列や順序を無視した混沌とした
状況を最初の学習の場として提示し、問題意識を掘り起こしながら、数学的モデルを引き出していく。（ア）
◎対象を比較する、整理する、順序づける、変換するなど、最も基本的な算数的活動を重視して、学習
活動を構成していく。（ウ）
（３）展開と考察
ア問題の発見場面
主な学習活動
ｌ提示された数字カードを１枚ずつ見る。
四ｍｍ四四ｍｍ
２７枚の数字カードをみて､気づくことを発表する。
３どんな学習を行っていくのかを予想する。
教師の働きかけ
･算数学習の場は、どの子も活動的に学べるよう小
さくて、混沌とした場から学習をスタートさせるこ
とが大切である。そうすることで、子どもの思考．
表現はより具体的に行われると考える。（ア）
Ｔ今日の勉強で使う道具を出しますよ。読めるかな？（といって数字カードを１枚ずつ黒板にばらばらに貼っていく）
Ｃｌ０８，１０３，１１５，１０２、１１２，１１７、ｌＯ５
Ｔ昨日お勉強したように10のかたまりが１０個とあと８で108だね。今度は、横に並べてみようね◎
Ｃはあい。昨日と同じように数比べをするんじゃないかな。
Ｔ（子どもの「発見」に合わせて、「気づいたこと」カードを黒板に貼る）
ＣｌＯのかたまりが１０個は昨日やったから、今日は１１個とかもやったらいいと思います。
Ｔ仲間を作ったらいいと言うことかな。
Ｃつながっているのを順番に並べる。（Ａ児）
Ｔ今Ｈの問題が少しずつ出ていますが、他にはもうないかな。
【児童の主な反応】
アｌＯ２１０３１０５１０８１１２１１５１１７
Ｃ真ん中の数を見つける。
Ｃおもしろい数を見つける。
Ｃ一番大きな数を見つける。
Ｔいろいろと出てくるね。さあ、今日はどの問題にしようかな。仲間作りはこの前したから、今日はＡさんの問題をみんな
で考えることにしましょうか。
Ｃはい。
Ｔ順番に並べましょうというのだけれど、どんな順番かな。
Ｃ大きい順。
Ｃ小さい順もあります。
Ｔどちらもできそうだね。では、先生が決めてあげましょう。
(といって、今日の問題「小さい順に並べよう」と板普する。子供用の数字カー ドを配付する。配付したら、黒板の数字カー ド
と同じカードがそろっているか確かめるよう指示する）
Ｔ確かめたら、どうしますか？
Ｃ小さい順に並べます。Ｃノートに写します。
Ｃ発表の準備もします。
Ｔ勉強の進め方がよくわかっているね。すごいよ。発表の時に、どうしてそう並べたかも話してもらうから考えておこうね。
【考察】
「一一－－一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一ーー一一－－一一一一一一ーー－ー一一－－一一一一一一可
｜本時は､１０８など7枚の数字カードから学習をスタートさせた｡わずか7枚の数字ｶｰドではあるが､学習｜
'の場にふさわしくなるようにという教師の願いが込められている。具体的には、１０のかたまりが10個の３位’
|数と１１個の3位数の2種類をおよそ半々入れたり、子どもが数の順序にも気付きやすいように部分的に続き｜
|の数(１０２，１０３)を入れたりしている。また､順序が気になるようにあえてばらばらに数字カードを提示し’
'ている。このような工夫により、子供の気付き（問題意識）を生かしながら、スムーズに学習を進めること’
|ができたように思う。
Ｌ一一一一一－－－－一一－－一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
イ発見した問題の追求場面
Ｔ５分間与えて、数字カードを並べさせる。
３６鹿児島国際大学福祉社会学部論巣第35巻第４号
イ
????????? ?
ウｌＯ２１０３１０５１０８
１１２１１５１１７
Ｃどんな風に並べたのかな。
Ｃ（黒板のところでアのように並べる）
・ｌＯ２１０３１０５１０８１１２１１５１１７
主な学習活動 教師の働きかけ
４７枚の数字カードを小さい順に並べてみる。
５並べ直したものを見て、何か感じることはないか話し合う。
四ｍ皿皿四画画
６カードとカードの間にある数を見つける。
■皿皿■皿■
７１２０までの数字カードを並べ直す。
･順に並べる→ｌずつ増やして並べる→1０
のかたまり毎に段を分けて並べるという
ように､混沌とした場から活動的に学習を
進めていきたい。そして､次第にカードを
整理していくことで､数表の美しさにも気
づかせることが可能となる。（ウ）
では、ここはいくつ？
Ｔどうしてこうなるの？
ＣｌＯが１１より小さいから（１０のかたまりが１０個の方が、１１個より小さいという意味)。ここ（１の位のこと）は２，３，５と
しました。
Ｃいいです、の声。
Ｃ少し、頭をひねっている人もいるみたいだね。もう少しくわしく説明できる人はいませんか。
ＢｌＯは、１１より小さいから。
ＴＢさん、何が１０個なのかな。
Ｃここは、１０のかたまりが１０個で、こちらは１０のかたまりが11個あって．．（と付け加えて説明）
Ｔなるほどね。では、もう一度よく見てごらん。今みんなで確かめながら正しく小さい順に並べたのだけれどもね。もう他
に気付くことはないですか？
??????
103と105の間にも他の数があります。
(■赤いカードを提示して）ここにも数があるのではないかということかな。皆さん、どうでしょうか。
104です。
先生は何も書いてないのによくわかったね。
他にもあります。lO5と１０８の間にもあります。（といって、赤いカードを貼り付けていく）
１０２１０３■１０５■■１０８■■■１１２■■１１５■１１７
(このように貼っていくが、117が黒板に貼れずに困っている）
Ｂさんが貼れずに困っているんだけど、誰か助けてあげられる人はいませんか。
左下に貼ればよいと思います。
ここ（左下を指して）に何をもってこようか。
117です。
ここの赤いカード（116のこと）
何か訳がありそうだね。まだ、他にあるって言う人はいないかな。
102の前にも１０１と１００があります。
(カードを動かしながら）１００から始まるということだね。１００の下が115はおかしくない？
１１０から下の段にもってきます。
どうしてＤさんはこんな風に並べようとしたのかな。
ここは（１００の台）１０のかたまりが10個で、ここからは、１０のかたまりが11個だからです。
同じです。
いいです。
(補足説明をしながら板書する）
では、１１７の次はいくつになるかな。
''８．．，１１９．．，１２０．．
１２０はどこ？
ここです。
ｌＯＯｌＯｌｌＯ２１０３■１０５■■１０８■
ｌｌＯｌｌｌｌｌ２１１３■１１５■１１７■■
■←ココ
３つめの段にもってくるのかな。では、この段は何の段になるのだろうか。
１０のかたまりが20個で～す。
ええ－。（20個と言い間違えた子が１２個と言い直す）
下野浩二：「主体的・対話的で深い学び」を生み出す算数科授業３７
??????????????????
????
並べ方が変わりましたね。赤いところいくつ普けるかな。ノートに禅いてごらん。ノートに書いていくと、またわかるこ
とが出てくるかもしれないね。（各自に２分間活動させる）
【考察】
「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一可
’追求場面では、子供たちは与えられた数字を順序よく並べ直すところから学習をスタートした。並べ直し’
'たものを見て、その間にある数字（■）の存在や１つずつ増えているという規則に気づいた。また、黒板と，
|いう限られた物理的な空間の中､黒板に並べることのできないカー ドをどうすればうまく配置することがで’
３８鹿児島国際大学福祉社会学部論集第３５巻第４号
|きるかという問題意識のもと､１０のかたまり毎に段を分けて並べ直せばよいということにも気付いていった｡｜
'これはやはり、混沌とした場から連続的・活動的・対話的に学習を進めていった成果ではないかと考える。’
’学習を振り返る中で、数字カードは横にはｌずつ増減し、縦には１０ずつ増減しているという数表の規則にＩ
,気づき、その美しさを味わうことができた。ｌｏをもとにした単位の考えに基づきながら、数の系列やその美｜
|しさにふれることで、学びが深まる姿をうかがうこともできた。
Ｌ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Ｊ
ウ問題の発展場面
主な学習活動
８本時の学習でわかったことを話し合う。
．わかったこと、気づいたことをノートに書く。
９次の時間からの学習を予想する。
．もっと大きな数を調べる。
･９０いくらも並べる。など
教師の働きかけ
･本時の学習を振り返らせるなかで、算数のよさや美し
さを感じ取らせていく。
－
･そのことから、さらに発展的な学習へ（数の拡張や数
表の広がり）と子供たちの意識を伸ばしていきたい。
Ｔでは、今日のお勉強でわかったことを発表してもらおうかな。発表できる人は立ってごらん。
ＣｌＯのかたまりが１０個あって、１１個になると１段下がることがわかりました。
ＣｌＯ２の前にも後ろにも数があることがわかりました。
Ｃ５と５がそろっている。（105と115のこと）
ＥｌＯのかたまりが１０個で１００，それから１１０，１２０と続きます。
『ー－－一一ーー一一一ー一一一一一一一ー一一一一一一ーー一一一一一一一一ー一一一一ー一一－－一一一一－－一一一一－可
｜問題の発展場面では、本時の学習をまとめながら数表の拡張を図った°まず、これまでに学んできた数の｜
|見方（１０がいくつとばらがいくつ）を活用しながら､１００をこえる数も同様の見方で捉えることができる（統｜
|合の考え）ことを認識させた。その後、それ以上の数はどうなっているのだろうかと問題意識をさらに拡張｜
|し、次の学習へと発展させていくこともできた。
｜併せて、これまで学んできた２位数も統合的に捉えさせることで､全て同じような見方（１０のかたまりが｜
|いくつとばらがいくつ）で捉えられるという新たな認識を芽生えさせることもできた。このように、授業終｜
|末では､児童の主体的･対話的で深い学びの具体化が図られた。
Ｌ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－４
４おわりに
算数科においても、「深い学び」とはどのような学びで､児童がどういう状態になれば深く学んだといえるの
かを明確にしておく必要がある。算数科においては、算数の特性そのものを子供が感じたときに深い学びが実
現されたと考えるのも一つのとらえ方であろう。つまり、解決方法や生み出した内容の簡潔さ、的確さ、明確
さなどのよさ、そして、小さなもの（世界）の中から無限の世界まで生み出せるという算数の美しさなどを児
童が実感したときにはじめて深い学びが実現したと考える考え方である。
このような状態を授業において数多く具現化するためには、我々教師のすべきこと、学ぶべきことは多いと
思う。今後、よりよい実践がさらに積み重ねられていくことを期待したい。
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Amathematicclassthatprovides
‘‘subjective,interactive,anddeepprofbundleaming，，
一Fromthecaseofthelowergrades-
KQjiSHIMONO
Tbwardstheimplementationofthenextcourseofstudy,fiFomtheperspectiveoftheactiveleaming,unremittingim-
provementofclassqualityhasbeendemandedlnthesummaryofthedeliberationsoftheCentralCouncilfbrEducation，
oneoftheimprovementsofclassqualityisdefinedas"therealizationofsubjective,interactive,andprofbundleaming."In
ordertoarchivetherealization,mathematicsdepartmentmustclarify"mathematicalproblemsolvingprocess."Specifical‐
ly§itisaseriesofprocesswhichcomprisesrecognizingphenomenamathematically,findingmathematicalproblems,solv-
ingproblemssubjectivelyandcollaboratively,andfbrmingnotionsalongwithorganizingwhenretracingsolvingprocess・
Accordingtothedeliberationsofthesummary,accomplishmentoftheprocessmemionedaboveis‘‘mathematicalactivi-
ty.，，InthispapeEtoimprovemathematicsclassquality,theconcretizationofthemathematicalproblemsolvingprocess
willbeclarifiedthroughthecaseofthelowergrades．
Keyword:subjectiveleaming,interactiveleaming,profbundleamingproblemsolvingprocess,mathematicalactivity
